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• これまで、流域治水協議会は減災対策協議会と同時開催するなどして、計6回の協議会を開催
• 協議会は出水期前及び、年度末（流域治水プロジェクト公表段階）の毎年2回開催

• 上記以外に、自治体担当者や流域住民の参加による勉強会や、自治体担当者レベルでの水害リスクや流域
治水メニューに関するディスカッションなどを展開

第６回流域治水協議会 湧別川・渚滑川流域治水協議会（地域住民も参加した勉強会） R4.8流域治水担当者レベル打合せ（北見市常呂自治区） R4.7流域治水担当者レベル打合せ（美幌町）

これまでの流域治水協議会の取組状況（網走4河川）
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協議会開催
年度1回目は減災協と同日
開催

担当者レベル
打合せ

4水系、11市町

勉強会
リスクマップの確認方法、
活用法等
（流域住民の参加含む）

リスクマップ 各水系中長期まで完成

R2年度 R3年度 R4年度

第1回協議会

●
第2回協議会

●
第3回協議会

●

第4回協議会

●
第5回協議会

●

第6回協議会

●

湧別川・渚滑川●

●常呂川

●網走川

●現況・短期公表

●中長期公表

第7回協議会

●

・水害リスクコミュニケーション

・リスク評価と対策
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• 将来的な流域治水メニューの検討にあたり、まずは各地域における水害リスクを評価することにより、地域とし
ての水害リスク理解向上を目指す

• その上で、流域対策として必要な内容を流域内で検討
• 今年度は対策の一事例を河川管理者で検討し、ケーススタディとして自治体関係者とディスカッションを行う
• ディスカッションにあたっては、水害リスクマップ及び治水地形分類図等も活用し理解を深める
• 今後の流域治水メニューの掘り起こしの基礎検討とする

水害リスクマップを提供

※水災害を踏まえた防災まちづくりのガイドラインより

【将来的な流域治水対策】水災害リスクの評価、流域治水対策メニュー検討

① ②

 河川管理者にてケーススタディとしてリスク評価を実施
 検討事例を各流域自治体とディスカッション
 将来的な流域治水メニューの基礎検討

追加検討
自治体をバックアップ
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• 各自治体の市街地周辺を中心に、水災害リスクが特に高い箇所を抽出

• 将来的な流域治水メニューの検討にあたり、まずは各地域における水害リスクを評価することにより、地域としての水害リスク
理解向上を目指す

• ディスカッションにあたっては、水害リスクマップ及び治水地形分類図等も活用し理解を深める

※水害リスクの評価例（北見市）

要配慮者施設の浸水リスク評価
（水害リスクマップを活用）

学校施設の浸水リスク評価
（水害リスクマップを活用）

既存連続盛土等の確認
（治水地形分類図を活用）

常
呂
川

築
堤

連
続
盛
土

【将来的な流域治水対策】水災害リスクの評価、流域治水対策メニュー検討
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• 各自治体の市街地周辺を中心に、水災害リスクが特に高い箇所を抽出
• 抽出は、【①人的被害】【②経済被害】別に抽出し、それらが重複する箇所を高リスク箇所として対策を検討
• 対策は河道掘削残土の活用を主体として、高台整備等対策可能箇所を検討

①人的被害リスク

②経済被害リスク

※検討例（美幌町）流域治水対策案の検討

浸水頻度：高、人的被害：高
かつ、避難施設の圏外

浸水被害額：高
基幹産業の工場など

①、②が重複する
水害リスクが高い地域を抽出

【将来的な流域治水対策】水災害リスクの評価、流域治水対策メニュー検討
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• 水害リスクマップや、治水地形分類図を活用し、各自治体の市街地周辺を中心に水災害リスクが特に高い箇
所を整理

• ４水系１０市町を対象に上記の内容等を対面で意見交換を行い、リスクコミュニケーションを実施

【参加者】
（河川管理者）治水課、河川事務所職員、(株)ドーコン
（自治体）防災、都市計画、建設、農地、林務等各担当者

掘削残土を用いた対策案（美幌町）

自治体との打合せ状況
（美幌町）

（打ち合わせでの意見等）
継続的にリスクマップの情報を活用してコミニュケーションが必要

治水地形分類図などで、自然堤防、二線堤の効果がありそうな場所
も確認され、それらを将来的に保全していくことも重要と認識された

内水や、支川氾濫のリスクが支配的な自治体もあり、本川だけの水
災害リスクだけでは不十分

自治体庁舎等、施設の建て替え予定も確認し、嵩上げの提案も今後
必要

本検討資料を立地適正化計画検討の参考資料に活用したい
今後作成予定の、個別避難計画作成の基礎資料としたい

今年の豪雨をきっかけに開催する、住民への水害に関する説明会で
リスクマップの情報を取り上げたい

【将来的な流域治水対策】水災害リスクの評価、流域治水対策メニュー検討
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網走川流域 常呂川流域

8.4大空町

8.5津別町

8.22網走市

7.29美幌町

9.8北見市（常呂町）

9.30置戸町

9.15北見市

9.30訓子府町

渚滑川流域

8.15紋別市

湧別川流域

9.29湧別町 9.29遠軽町

【将来的な流域治水対策】水災害リスクの評価、流域治水対策メニュー検討
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